いたら、 ちゃんと 目を覚 していた、 という グ アイで あ 

る。 

浅 草の 飲み屋に いると、 興行師と か、 一座 を 組織し 

て ドサ 廻りに でようと か、 そういう 相談 をして いる 何 

組 か > 隣席に いて、 これが 面白い ものである。 

漫才 だか 浪花節 だか、 和服 姿の 芸人が、 レビ ユウ 子 

らしい 姐さん を 口説いて いる。 九州 は 長 崎の 五島と い 

うと ころへ、 興行に 誘って いるので ある。 

長 崎から 船で ちょ ッ とで、 目下 景色の よろしい 土地 

だからと、 口説いて いる。 レビ ユウの 姐さん は、 長 崎 

も 五島 も、 てんで 日本 地図 は 御存知ない 様子で、 そん 



な ことなんでも ないや、 と 気に とめる ところが ミ ジン 

もない から、 面白い。 

キリシタン 

私 も 四 五 年 前、 切支丹の こと を 調べに 五島へ 旅行し 

た。 長 崎から 船で 相当あります よ。 第一、 私の 歩いた 

ところ は、 旅館な どと いう ものす らも、 一軒 もなかつ 

た。 

タロ ちゃん (淀 橋 太郎) など も、 興行師 だから、 私 

と 飲んで いるう ちに も、 目の玉の ギロリ と 見る からに 

一 癖 ある 大人物の 浪花節 やら、 漫才 やら そんなの が 膝 

すりよせ て ヒソヒ ソと何 か 打合せに 来たり、 可愛い、 

踊 子さん が 役 を 頼みに きたり、 そこで 私 は 大喜びで、 



「ちょ ッと/ \」 

大慌てに、 あなた は 帰つ ちゃい けません、 先ず、 飲 

みましょう、 と オシ ャク をして 貰う。 これが 浅 草の よ 

いところ で、 一 パイ 飲みましょう、 とた のんで、 ィャ 

だな ど、 云う 人 は、 昔から 一 人と して 居た タメ シ がな 

かった ので ある。 まことに ツキ アイが よい。 こ、 が 浅 

草の 身上で ある。 その代り、 酔っ払って、 口説いて、 

ゥンと 云って くれた 麗人 は 一 人 もい なかった。 然し、 

決して 男に 恥 を か、 せる ような 素振り はしない ところ 

が、 また、 よろしい ところで、 男 は 酔っ払えば 女の子 

を 口説く にき ま つ たもの だと 心得き つ て いられる とこ 



られ るの が、 浅 草のお 客 だそう である。 

森 川 信 だの 清水 金 一な どゝ いう 浅 草 育ちの 一 座 を、 

殆ど 知らない。 そういう 一座の 名前に よって、 客が 集 

ら なくなった。 問題 は ダシ物 一 つ だそう である。 

そこで タロ ちゃん は ニヤ ニヤしながら、 こう 言う の 

である。 

「つまり、 へソ です よ。 へソを 出し や、 お 客が くるん 

だからね。 へソ なんか 見た つて、 面白お かしく もない 

じ やない か。 ネェ。 そうだろう。 誰のへ ソ だって、 へ 

ソ にあん まり 変り はない よ。 自分のへ ソを 鏡に 見た つ 

て、 いた y ける シロ モノ じ やない じ やない か。 へソを 



まったく、 歯がゆくな るので ある。 私のお 酒に つき 

あって くれる 彼女た ち は、 なんと 可愛い、 彼女た ちで 

あろう か。 妖婦 じみた 色つ ぼい の や、 年増の 色気 や、 

清楚な 色け、 みんな 色気で いっぱい なの だ。 そのく せ、 

舞台へ あがる と、 死んだ 女に なって しまう。 た、 V 女の 

形 をした 死んだ 演技が ある だけで ある。 

むかし、 高 清 子と いう 人が あった。 この 人に は、 変 

テコな 色気が あった。 色々 な 女の、 色々 の 色気が なけ 

れ ばなら ぬ。 

口 ツバ 一 座の 成功の 陰に は、 三 益 愛子と 能 勢 妙 子の 

相反す る 二 つの 色 ッポサ が 与 つ て 力が あつたと 私 は 



は、 落伍者の 街で、 浅 草 も 亦、 落伍者の 街で あるが、 

浅 草に は 落伍者の 誇りがない。 それだけ モンパルナス 

や モンマルトルよりも 低い ので ある。 

つまり、 浅 草 は、 た y ドサ 廻りの 悲哀の ような、 落 

伍 者 的 情緒に すがって いる だけで、 落伍者 を 誇り、 世 

にみ とめら れざ る 我が 万能 を やむ ような 骨が ない。 そ 

れ だけ、 彼らが、 芸 一途にす がって いない 証拠で ある。 

本来 一 一流 三流に 甘んじて、 悲哀の 情緒 を ふるさと にし 

ている だけな ので ある。 

落伍者の 背後に 一 流の 矜持が 隠されて いるよう にな 

れば、 浅 草 はおの ずから 復興す る。 淀 橋太郎 とか 有吉 
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